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地
域
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
導
入
団
体
は
増
え

て
い
る
が
、
決
算
額
は
前
年
度
よ
り
下
が
って
い
る
。
利
用

し
に
く
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
。
ま
た
、
手
持
ち
資
金

の
少
な
い
団
体
に
対
す
る
配
慮
は
ど
う
な
って
い
る
の
か
。

　
各
団
体
が
利
用
の
仕
方
を
決
め
て
い
る
。
市
は
、
地
域
の

判
断
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。
利

用
の
し
く
み
は
、
団
体
か
ら
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
支
払
い

を
し
て
か
ら
、
市
が
補
助
額
を
団
体
に
支
払
って
い
る
た
め
、

一
旦
負
担
す
る
た
め
の
手
持
ち
資
金
が
な
い
と
い
う
声
を

聞
い
て
い
る
。
代
理
受
領
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
最
初
に

市
が
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
補
助
額
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
る
。

　
令
和
元
年
度
に
き
き
ょ
う
バ
ス
郊
外
線
か
ら
バ
ス
タ
ク
へ
変

更
し
て
い
る
が
、
変
更
後
の
状
況
と
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

　
バ
ス
タ
ク
は
、
郊
外
線
の
８
ル
ー
ト
の
う
ち
、
路
線
バ
ス

等
に
乗
り
換
え
が
困
難
な
３
ル
ー

ト
を
代
替
で
運
行
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
令
和
元
年
度
の
利
用
者

数
は
３
ル
ー
ト
の
合
計
で
３
３
０

人
で
あ
っ
た
。
同
じ
人
が
利
用
し

て
お
り
、
代
替
手
段
に
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

○
市
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
中

で
、
市
民
の
移
動
手
段
の
確
保
は
重
要
で
あ
る
が
、
実
際

は
地
域
差
が
大
き
い
。
市
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

移
動
手
段
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で

あ
る
。

第
２
分
科
会
（
経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
）

〜
分
科
会
で
の
質
疑
〜

「バスタク」のマーク
（一般のタクシーに付いている）

〜
議
員
間
討
議
で
の
お
も
な
意
見
〜

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
お
け

 

る
ま
ち
づ
く
り
と
公
共
交
通
政
策
に
つ
い
て
」

議
員
間
討
議

で
の
テ
ー
マ

（仮称）小泉交流センター建設事業費

小泉交流センターの建設に要した経費

3億6,662万円

公園維持管理費

都市公園などの維持管理に要した経費

1億986万円

三の倉センター大規模整備費

長寿命化工事、溶融炉などの設備の更
新などに要した経費

3億9,417万円

高規格救急車購入費（繰越明許費）

北消防署の高規格救急車の更新配備に
要した経費

2,934万円
小学校空調機整備事業費（繰越明許費）

7億5,466万円 
中学校空調機整備事業費（繰越明許費）

5億3,310万円 

小中学校の普通教室への空調機設置に
要した経費

駅南市街地再整備事業費

駅南地区の市街地再開発整備に要した
経費

11億7,730万円

決算
審査認
定

決算審査での議論をもとに
令和３年度の予算要望に
つなげます

　８月27日、議長、監査委員および前監査委員を除く18名で構成される決算特別委員会が設置され
ました。９月１日から３日にわたり、審査内容を常任委員会の所管に振り分け、分科会方式にて決算
を審査しました。各分科会では、第７次総合計画後期計画の進捗状況の検証も含めた質疑が行われま
した。決算審査を通じ、令和３年度の予算編成に向け、事業の遂行に必要な予算を獲得するため、各
分科会からとくに必要な事業についてテーマを設け、９月11日の決算特別委員会において議員間討
議を行いました。この議員間討議での議論をもとに、今後、令和３年度の予算編成に向けての要望書
を市へ提出します。

　令和元年度の一般会計における歳入決算額は430億8,145万円、歳出決算額は394億2,933万
円となり、いずれも過去最高額となりました。歳入歳出差引額は、36億5,212万円となり、このう
ち、翌年度へ繰り越す財源が5億6,812万円、実質収支は30億8,400万円となりました。一般会計
歳入歳出決算で認定された事業費のうち、一部を紹介します。

令和元年度の決算概要

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
返
礼
品
の
中
に
、
他
市
に
い
る

子
ど
も
が
本
市
に
い
る
親
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
が
、反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

返
礼
品
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
陶
磁
器
や
お
菓
子
の
ほ
か
に
飛
騨

牛
が
あ
る
が
、
積
極
的
に
競
争
に
勝
つ
方
針
に
転
換
さ
れ

た
の
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
た
め
か
、
返
礼

品
の
ト
ッ
プ
テ
ン
に
は
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
は
入
って
お
ら
ず
、

酒
な
ど
が
入
って
い
る
。
３
割
以
下
の
返
礼
割
合
を
少
し
引

き
上
げ
た
が
、
国
が
制
度
を
厳
格
化
し
た
た
め
、
若
干
動

き
が
取
り
づ
ら
い
。
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
多

治
見
市
は
商
社
が
多
い
た
め
、
地
場
産
品
に
制
限
が
か
か

る
と
商
品
展
開
が
難
し
く
、
な
か
な
か
効
果
が
表
れ
に
く

い
状
況
で
あ
る
。
返
礼
品
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
か
ら
申
請
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
審
査
を
経
て
出
品
し

て
い
る
。
庁
内
の
連
携
も
あ
り
、
産
業
観
光
課
か
ら
話
を

受
け
、
事
業
者
か
ら
の
申
請
が
地
場
産
品
で
あ
る
と
の
確

認
が
取
れ
れ
ば
、
お
米
や
ジ
ャ
ム
な
ど
も
出
品
で
き
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
次
年
度
の

市
税
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
少
し
で
も
自
主
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
推
進
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

○
返
礼
品
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
市
町
村
に
差
を

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

○
庁
内
が
連
携
し
、
企
業
、
個
人
事
業
主
と
の
関
係
を
図
り
、

新
た
な
返
礼
品
を
考
え
る
こ
と
で
、
多
治
見
市
の
知
名
度

を
高
め
、
市
内
の
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。

第
１
分
科
会
（
総
務
常
任
委
員
会
所
管
）

問答

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
推
進
と

 

魅
力
的
な
返
礼
品
の
開
拓
に
つ
い
て
」

議
員
間
討
議

で
の
テ
ー
マ

〜
議
員
間
討
議
で
の
お
も
な
意
見
〜

〜
分
科
会
で
の
質
疑
〜

　
奨
学
資
金
給
費
・
給
付
、
貸
与
事
業
費
、
奨
学
金
積
立
金
、

高
校
入
学
準
備
資
金
給
付
事
業
費
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
事
業
の
財
源
は
、奨
学
基
金
等
で
あ
る
。
平
成
30
年
度
か
ら
、

大
学
生
向
け
の
奨
学
資
金
給
付
事
業
費
を
新
た
に
加
え
、

大
学
生
向
け
の
貸
付
事
業
を
給
付
事
業
に
切
り
替
え
て
い

る
。
令
和
元
年
度
の
貸
与
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
学
４
年

生
３
名
、
大
学
３
年
生
４
名
に
対
し
て
貸
し
付
け
を
行
って

お
り
、
こ
の
貸
与
事
業
は
、
現
在
、
貸
し
付
け
て
い
る
大

学
生
が
卒
業
す
る
令
和
２
年
度
末
に
終
了
す
る
予
定
で
あ

る
。
先
に
貸
与
の
制
度
で
給
付
を
受
け
て
い
る
大
学
生
は
、

新
し
い
給
付
制
度
を
さ
か
の
ぼ
って
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。

　
奨
学
基
金
を
使
う
こ
と
に
加
え
、
一
般
財
源
を
用
い
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
現
在
、
お
も
に
基
金
等
を
使
っ
て
い
る
が
、
給
付
事
業
を

継
続
す
れ
ば
、
基
金
等
は
い
ず
れ
底
を
つ
く
こ
と
に
な
る
。

令
和
元
年
度
は
、
申
請
人
数
も
非
常
に
多
か
っ
た
た
め
、

今
後
、
支
給
人
数
等
も
含
め
て
検
討
す
る
。

○
奨
学
基
金
は
、
こ
れ
ま
で
篤
志
家
や
企
業
な
ど
か
ら
の
寄

附
に
よ
り
、
年
度
末
残
高
が
年
々
増
え
て
き
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
が
い
つ
ま
で
も
続
く
わ
け
で

は
な
い
た
め
、
い
ず
れ
基
金
が
減
って
い
く
こ
と
を
今
か
ら

予
測
し
、
今
後
の
推
移
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
一
般
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

第
３
分
科
会
（
厚
生
環
境
教
育
常
任
委
員
会
所
管
）

問答問答〜
議
員
間
討
議
で
の
お
も
な
意
見
〜

〜
分
科
会
で
の
質
疑
〜

問問 答答

「
奨
学
基
金
と

 

各
奨
学
資
金
事
業
に
つ
い
て
」

議
員
間
討
議

で
の
テ
ー
マ


